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と implementするのはすどい大変なととで、やれば、で

きるといいなとみなさんbっし+るんですけど、ものす

どい大変なんで、今のとと一番簡単に、キューの大きさ

がどのくらいあったときに、サーバの能力がどけくらい

あったときに、どのくらいの数を与えたら、どういうふ

うな結果になるとか、とういうふうな図ですね、そんな

ものがでるようになってるんです。ですから、そういう

意味で言えば、実際のperforman慢に対するシミュレーシ

ヨンとか評価というのは、少なくとも今のパージョンで

は非常にカが弱くって、 User Interface 、

つまりスク P ーン・アウトのようなものですけど、そう

いったものを作って、 実際に動かして評価していくんで

す。実際にとういうふうなユーザー画面ができたら、?

?画面ができたらいいなと作ってみて、ユーザーさんに

見せてみて、少しちょっとイメージが違うととろを残し

であるんですね。そんな感じでやる部分とか、他のモデ

ル、いくつかモデルを書いているわけですから、いくつ

かのモデルの関連、いくつかのそデんを関連させて見る

ととによる分析効果というんですか、システムの分析で

はなくて、あくまでも関連させようとする人が分析して

いるんですね。そのような効果ですね。ですから、あま

り定量的な効果というのははっきり言えません。

野村 : 質問の方は、とりあえず、組谷さんのととにに

関する、とりあえず、塩谷さんの発表を終わっていただ

いて、席に戻って、咳を止めていただいて、大体、全体

に関するような質問をしたいと思いますが、休んでる問、

質問をしたいと思いますが。

象野 (NTT ソフトウェア研究所 いいですか。 N

TT ソフトウェア研究所の桑野です。今の塩谷さんの説

明の中で、二つお話しされたと思うんですけど、まず、

Knowledge Nav gator というような

お話というのは、私も大変必要性を感じていまして、例

えば、情報生理学だとおもうんですけども、多方面、い

ろんな方面からの視点をもってですね、ものどとを見て、

別の見方をして、新しいアイデアを作り出していくとい

うのは、非常に大事だと思うんです。それに対して非常

に質成で、私もとういうツーんが欲しいなと思うんです

けど、もう一つよくわからないのがですね、実はその 6

つのそデんが出できているんですけども、その 6 つのそ

デんが出できたもともとのアイデアというのが全然、よ

く分からなくって、どうしてかというと、実はですね、
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? ? ?ツーんとかいろんなツールがあるんですけど、そ

のツーんというのは、実はいろんなモデんとかソートと

かメソトロジーがあってですね、その上に成り立ってい

るんですね。

実際K、そういうのを使おうと思いますと、本当に使

おうと思いますと、メソトロジーを理解、本当に理解し

ていないと全然使えなくって、単にお絵書きツーんなん

ですね。実は。問題を多方面からディコポーズ? ? ?し

てですね、新たな視点を見つけるというのは非常に大事

なんですけど、一つのものの図のそデんがでできて、 ζ

れで問題がいろんな方面から分析できるんだよ、という

その? ? ?ですね、 6 つのそデルの生まれたととろのそ

のアイデアがなにかを、そとのととを説明して下さい。

省谷 : そとが一番説明できないととでして、実は。あ

えて言うならば、メソトロジーを support するた

めのツーんとして作っているんじゃなくて、便利ツーん

を集めて統合してみたという感じですね。ですから、メ

ソトロジ一、それしかないですね。ゃっぽり。なんで 6

っかというととですね。 6 つになったというのは、たま

たま 6 つ考えてもみて、とれだけあれば書けるんじゃな

いかな、というふうに決めただけです。そういう意味で、

6 つ全部書かなきゃいけないと言っているんじゃなくっ

て、例えば、 User Interface Mod 

e I を動かせばそれでいいという状況でしたら、 U s e 

r Interface Model だけで、だけを作

って、それを動かして、それを解釈というか、動かして

みると。他K必要なモデルを書いて、それとまた組み合

わしてみるというようなかたちで、全て、いつも 6 つな

きゃいけないというふうに考えているわけではないんで。

そんな答え方しかできなませんけども。

野村: というととで、 PWBや ERAについてはデモ

もあるようですし、新聞さんとか色々いらっしゃるんで、

そのへんに伺うととにして、とりあえずMMI というと

とで、せっかく 三人の話題提供者もそろっているととで

すし、話をMMI の方にに戻していって、強引に終わろ

うかと思っていますが、今三人のお話の中で一番、セッ

ションのテーマは、 MMI による product なり p

rocess の可観化っていうようなデーマがあるんで

すが、 v S 0 n にするというととによる効果という

のは、みなさん疑う余地がないと思うんですが、その効

果がどれくらいであるかとかですね、もっと効果をあげ
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るにはどういうのをやればいいか、あるいは自分かソフ

トウェア開発者として、開発のための n t e r f a c 

e がどのように改善されるととを望んでいるのかという

あたりをですね、もう一度、話題提供者の方からひと言

ずつお願いしたいと思うんですか、順番にいって、まず

古閉さんの方から。

古閑 MMI ですね。昨日のパーティでマウスのとと

Kついて、えらく話を花を咲かせていらっしゃったんで

すけど、マウスのボタンは、 3 つがいいとかですね、 1

つがいいとかですね、私の場合はマウスのボタンは、 3

つの方が良くって、その理由は、使い込んでいくとマウ

スが疲れてしまって、 1 つのボタンじゃだめで、代わり

のボタンにするためいは遣う 2 つ目のボタンにしてしま

うとか、そんな簡単な理由なんですど。

今のMMI で、不満といったら、マルチ・ピューとい

うか、マルチ・ウインドウでいっぽいでてくるのはいい

んですけど、そいつがどうも盤理が汚いですとか、その

へんですね。それがうまく、との作業が終わったら、次

は自動的に、目線を変えただけで、ウインドウが上にで

てくるだとか、そとらへんまでいけたら、夢みたいな話

なんですけど、いいなとか思います。

柳瀬: 私はですね、今の環境の不満というととですが、

私自身、今のUNIXの環療に満足しているんですね。

もちろん、 XMEの話をしましたけども、あれでウイン

ドウ・ベースのマウス・ク P ックですとか、そのような

かたちtc. interface を改善してくれますれども、

あれもどちらかと言うと、もひとつだなと、内心してい

ます。そもそも、話題から反れるかもしれませんけれど

も、 U s e r 1 n t e r f a c e はですね、使うユー

ザーによって違いますから、私自身はですね、例えば、

ed tor l.l:~， comp \er なり、上位の設計

支IIとか、いろんな開発工程がどざいますけども、それ、

それぞれの p r 0 c e s s 等、ツーんというのがたくさ

んどざいますけども、それでは、自動的に好きなものを

選んできて、それらを何らかのかたちで統合化したよう

なかたちの、そうゅうふう念環境と言いますか、 n t 

e r f a c e と言いますか、そういうふうなものを望ん

でいます。話が飛びまして、申し訳どさいません。

li谷: どんな環境といいますと。

野村: 仮に、 Th nk ng Too\ というのが
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欲しいとう話があったんですが、それをどのように使う

ために、あるいは、 Th nk ng Too\ として

使う働能といいますか、とういうものが具体的にとうあ

ればいいなというようなお話はないんですか。

埴谷: あまり、その、具体的にはあげられないんです

けども、もし、そのTh nk ng Too\ が、使

える Th nk ng Too\ があったとしたら、そ

したら、少なくともさっきちょっとあけましたけども、

QAのようなかたちで履低、ある文章を与えたときに、

まあ与える方法は一番いいのは、音声認議でしょうけど

も、ある文章を与えたときに、そとから、問題点である

とか、唖妹な点であるとか、それから、関係がありそう

なとととか、そういったものの、諸々の要素を示してく

れるようなもの。ちょっと抽象的すぎるかな。例えば、

そのシステムとはどのシステムですかつて聞くのは、あ

まりにもバカですけどね。要するにそんなととで、何か

システムとかつて言った時K、システムというのが今ま

で、文明の流れの中でシステムというのが、ある一つの

ととを指すというのであれば、黙ってて欲しいけど、そ

うじゃなくて、突然、システムというのがでできて、じ

キあ、それについてはどんなのか。そのときに、どん念

システムって聞いてきたらちょっとうるさいからいやだ

けど、少なくともある時点ではまとめてとれとれおかし

いよと、システムって入れたときに、そとんとかだけ光

ってて、おかしいなってシステムが、 Nov gato 

r が思ってるとか、そんなふうなツールがあればいいな

とはおもいます。

野村 : それでは、会場からのど意見等を伺いたいと思

いますが、セツヨンテーマを設定しでありますけども、

いわゆる、開発者の環境としてどうゅうものが欲しいか

というととにとらわれずに、 MMI がどうよくなってい

けばいいか、あるいは、どういうものが欲しいかという

点で情わないと思うんですが、意見ありましたらb願い

します。

久保: コメントというか、思い込みとーっと質問をー

っと二つ話しますが、その前に私の立婦というのをちょ

っと話させて下さい。

私は技術の人間ですけど、四月から SONYのNEW

S のユーザーになっています。 そのとろ、今は富士通

は SUNのワークステーションの商社やってますけど、
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やってなかったんで、たまたまその SONYの P ースを

使ってるわけですけど、結情意気込んでユーザーになっ

たんですね。ととろが、見込みの? ?一つにですね、今

日はMMI を今ある道具の煩いをどとまで良くできるだ

ろうかという、そういう、自分の範囲内でやろうと気持

ちもあったんですけど、今、完全に意欲を失っています。

ですから、感覚的にはほとんどおっしゃっているととは

わからないんです。そういう立婦での思い込みをしキベ

りますね。柳瀕さん、古閉さんのお話のあったような領

績についてはですね、とんなふうにすれどいいんじゃな

いかという、野村さんがいったのと関連しますけど、デ

ータですね、データの情造というものとアプ 9 ケーショ

ンとプレゼンテーションというんですか、とにかく人間

とやり取りするととろ。その三つをきちんと非常に安定

した情造、アークテキチャ理論的に非常に安定した作り

を見いだすととでしょうね。一つはね。それはあまり易

しいテーマだとは思いませんけど、それができればです

ね、あとそれを、その作りの情造の上で支援していくと

いうのは色々ヒントはあるんじゃないかと思いますね。

昨日話題になったハイパーテキストですか、それはま

あデータ嶋造の一つの答えになっている要素があります

ね。アプ9 ケーションについて言えば、昨日話題になっ

たんですけど、オブジェクト指向のプログラミングでど

うやって支後していくかという、それが S m a I I t a 

I k ì(がいいのか、 Ma c ì(がいいのか知りませんけど

も、そういったかたちで少しずつよくなっていく。それ

からプレゼンテーションについて言えば、色々なキ ッ ト

ですね。とにかく峨々な要求K満たすために、 Cでどり

どりやるのはかなわないとありますけど、いろんなキ ッ

トが用意されてにれば、うまくそれをアプ P ケーション

の支媛ツールでもって組み合せたらどうかという、そん

なととが、今、はなしを聞きながら、題はないですけど、

私の思いつきですから、その思い込みをですね、若干、

声援を送ってくれてるというのは、.近、今日は 1 0 月

でしたっけ、スティープン・ジョーンズがザ・キュープ

というワークステーションを話してましたけど、それか

一つの、まあ考えはそういうんじゃないかもしれないけ

ど、まあまあ結情、いいせんをだしてくれるんじゃない

かろうかと。それも、ちゃんとバイト?という維誌の 1

1 月号と、それからNEWS WEEKの、 NEWS

WEEKかなんかの 1 0 月の末の方か、 1 1 月の初めの

方かなんかに、簡単な記事かあって、それを読んだとと

もあって、一つの僕の今の思い込みになってますね。そ
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れは、当たっているかどうか分かりませんもけど、それ

が言いたかったととの一つ。間違っていたら教えて欲し

いというくらいですね。

二番目は質問ですけど、柳瀬さんのお話になったXM

E というのは、柳瀕さんの惚れ込みもあって、結情良さ

そうに思えるんですね、ととろが、一方で栗原さんは使

っていないとおっしゃるんですね。それはなんでなのか

というととですね。良ければ、それが基本的なととろで、

みんながそれをどんどん育てていけばいいんですね。柳

瀬さんのような人がたくさんでてくれば、いいものがで

きてくるんでは念かろうか。ととろが、そうではないよ

う念動きもあるらしいというのは、いったいなんだろう

か。そとが質問ですね。

野村: それでは、Knowledge Navigator というのは、

個人的に私もピデオを見ていて興味かあるんですが、最

後の質問の方の掘りとんでいる柳瀬さんと使っていない

栗原さんのバトルをちょっとやってみたいと思ういます

ので、まず、使っていない栗原さんの方から発言お願い

します。

東.: 私はとのプログラムそのものをしていません。

少なくともああいうプログラムもいらないし、ニュース

やメーんは、メーんのやり方は鍾味の違いがありますね。

ニュースは}JIJのマシンで説むから必要としていない。実

は、ログインする、他のマシンからログインするとかい

うのは、よくしょっち申うやっているんで、プログラム

化しているんですが、それはXME じゃなくて、ユーザ

ーアフ"9 ケーションが恐らくできちゃっているから、わ

ざわざそのためにXME を立ち上げても危僚にはならな

いと思います。 ただ、私も XMEのプログラムをいくつ

か書いて持ってますが、作つてはみたんですけども、使

わないというんですね。

ですから、私はあれは使わないという方法で見ている

わけではないですけど、私はたまたま、他の方法を選択

しているというだけのとと。私が一番高差初に私が言いま

した、その、あれはそもそも、画面のいろんなととをテ

ストしてみたいがためのプロンプトとして酒匂が作った

ものと、私は思っていて、それが実際に使える段階のも

のとしてまず、酒匂が全然考えていなと私は思っていま

す。 故に、たいしたものとは言いませんけど、た

またま、私の趣味にあったものはないから使っていない

し、自分でも作ってみたけど、やはり速度の、 実際に使
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ってみると速度の薗とか色身ありますから、そのへんで

選択されていないというととですね。

柳瀕 XME を好んでいる私ですけども、磁かに、先

程言われました通りだと思います。と申しますのは、私

自身、 XMEでアプ F ケーションを組もうとしますと、

やはり無理があると思います。やはりプロトタイプ的な

ものしかできないんじ+念いかなと思います。量量後にな

ぜ私がXMEを好んでいて、好んでない方もいらっしゃ

りますけども、それは何故かといいます、それは好みの

問題じ+ないかと思います。

東原: あと、もう一つ付け加えたいと思いますけど、

酒匂のあれを作ったのは、酒匂の個人的な趣味だと、趣

味というか、別に仕事であれをやれとかいった話を僕は

知らないし、また、あいつはとそ ζ そいつの間にかあん

なものを作ったわけです。とういうととで、とれだけ話

題を集めていまうと、引っ込みがつかなくなって、次の

を作るというととを話してますからわからないその時に

はどうなるかわからないですけど、今は s h e I I のプ

ログラムしか組めないわけですけれど、あいつは変なや

つだから、プログラム言語も自分で考えるやつだから、

その下でインタプ 9 タするものは、また>>1/の言語になっ

て、そしたら、また別のCの? ? ?とよんでも嶋わない

じ守ないかという話になるかもしれない。それは、格ど

期待というととで投げてしまう。

野村: どっちがはやかった?

称 (8 RA) わたしです。 SRAの林です。久保さ

んのど質問に答えたくて出てきました。栗原君とは別論

で、要するに鍾味だという話があったんですけども、震

近あの湿のメタツ-)l.-IC近いソフトウェアというのは、

一発では絶対できませんので。

会渇: 林さん、使ってるの?

事事: 私ですか、使ってます。一発ではできません、あ

れは、"と酒匂でアイデアを侮発させたんです。あれは、

パプ!J '7クドメイン? ? ?にするのを決めたのも私なん

です。ですから、ど希望の方があれば、いくらでも差し

上げますけども。ただ一つ問題がありまして、発注する

ための人がいをせんので、なかなか発送ができないんで

すけど、カの届く範囲でお送りします。
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なぜそういうととをしているかというと、会社の中で

さえ、あの種類、あの手のソフトは賛否両論がありまし

て、社内で育てるというととが非常に鍵しいんです。そ

れで、日本中で育てていくしかないのかなというのが結

論で、ある績に遣するまではパプ 9 ックドメインていよ

うというのが私の判断です。マネージャーとして。

野村: 新岡さんどうぞ。

鎖国 (8RA) SRAの新聞です。私はXMEを使

ってい念い方なんで、なぜ使っていないというと、二つ

理由がありまして、一つは私のマシンはX 1 1 が使えな

い聞いうととと、もう一つは私は、 s h e I I と v s c 

コンパイラがあれば満足なんで。

それで、 XME という ζ とで、付け加えておきますと、

さっき SRAの栗原さんが言いましたけども、 Ma c 

n t 0 s h のユーザー・インターフェイスに似ていると

いうととろを SRAの有座さんが私の命令で作りまして、

つまり私は自分の ERA というのをXでもちたくて、そ

のためにはMac ntosh のユーザー・インターフ

ェイスが必要だったんで、彼に作って欲しいと言ったら、

作ってしまったというととです。それを酒匂さんが見て

いて、何か適当なもっと簡単にCのプログラムを使わな

いで簡単に使えるよなものを、何かおもしろそうだから

作ってみようというのが、最初のきっかけだったんです。

それが、一つの方法は? ? ?というか、 RAMであるツ

ールを統合して、一つのかたまりというか、まとまりの

あるものに仕上げようという方法が一つあったんです。

そうしているうちに、 A p p I e のハイパー・カードが

できたので、あれをまたUNIXの上でやってみようと

いう方法がまたもう一つあって、それが今のよう念かた

ちになったんだと思います。

中野(阪大 大阪大学の中野です。 XME使ってま

す。使ってみてわかったんですけど、学生に使え使えと

言って、ちょうど卒研もありますから、簡単にできるん

だろうと恩ったんですけども、なかなか学生が苦労して

ます。なぜやりたかったかといいますと、ボタンだとか

そういう ζ とを簡単にやりたかったから。そんなととで

学生が苦労してメインの研究をなおざりにして一生懸命

にボタンを作ってるよりは、いいだろうと思いまして。

でも、色々聞いていると、ツールキットとかそういうの

があるみたいだから、そうゅうのを使ってみて判断しょ
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うかなと思って。学生の要望をきくと SUN というのが

一つの方法なんです。

新国: ちょっと言い忘れたととろがあったんですけど、

大事なととを忘れてました。 XMEの、私、いつも評価

しているととろは何かといいますと、さっき自分の好き

なようにMac ntosh のユーザー・インターフェ

イスを作り変えたという意見かありました。でも、一方

にはMac ntosh のようにユーザー・インターフ

ェイスを統ーしておけば、どとにいっても使えるとか、

違うツーんでも使えるというこつの流れがあると思うん

ですね。 XMEはその中にたつというか、いったいどの

部品までを標単化すけばいいのか、どっから先を使う人

の自由に任せればいいのかという、その中間の、区切り

みたいなと言うか、基単みたいなのを示しているような

気がします。

渡辺(電力計算センター 電力計算センターの渡辺

ですけども、柳瀕さんに質問なんですが、 XME云々と

いうんじゃないですけども、あそとになさったようなメ

インの画面を作ってて、なんか、何度もプロトタイピン

グ的なととで繰り返し部分を作られたって言いましたけ

も、作ってて何かむなしくなりませんでしたか。

柳瀬: 確かになりました。

新国: といいますのはね、あそとで出していただきま

したOHPIC具体的に送り先の人の名前だとか、それか

ら、そういうようなものがでてましたよね。あういうも

のというのは、 MMI の可視化というととであれば、特

に使う人がもっと自由にカスタマイズできるような後能

を付加するととを採るととによって、 MMI が、例えば、

柳瀬さんの作られたようなアプリケーションK関しては

必要なんじ+ないかなという気がするんですけど。

そういうととで、あの婦合、一見なんか、良さそうに

エンド・ユーザーに使わせる、使ってもらう人ICMMI

は良くなったように見えているけども、実はなんかすど

い、いいととか、悪いととかはととで言うのは避けたい

と思いますけども、そのプログラムを作った人の個性を

押しつけているんじ+ないかなという気がするんですけ

ど、ユーザーに。

柳瀬 : とれXME、私が今日お話ししました内容に関

しましては、押しつけているというそうゅう慨念はどざ
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いません。 XMEは自由に変更とか、簡単にできますん

で、実際に使う人が腸手に好きなようにボタンですとか、

テザインを考えていただいて、定義付けも勝手にしても

らうような感じで、社会に広めようとか念と思ってます。

ですから、ゼロから作るとなると、しんどいんですね、

むなしくなっち+うんですよね。おおもとさえあって、

あとその変更とか何かは簡単にできますから、とのよう

な簡単なメーんのツールてすとか、そのよう念ものでし

たら、 XMEで対応できるんじゃないかなあと思います。

もちろん、 Cでかいてもいいんですけれども、あるもの

は使必うというととで。

それでは、 SRAの内部にとしたのも? ?もありまし

たけど、 XME を知らない立場から、ちょっとお話を聞

いてみたいんですけども、 XME と、さっき、ツールキ

ットというよう念お話もでていましたけで、もしかする

と、古閑さんの求めていたものに近いのかなという感じ

がちょっとしたもんですから。例えば、古閑さんの求め

ていたユーザー・インターフェイスの部分を情築するツ

ールとしてXMEが仮に使えるものか、あるいは、 XM

Eがプロトタイプをして、 Req rement を確認

するためのものだとするんであれば、本来そういう目的

で作られたツーんがパブリックドメインで流されたとと

によって、一人歩きをしはじめて、他の使い方を考える

人遣にとっては、非常に不満があるというようなかたち

になっていっているような気がしているんで、それが、

違う目的のために改良されていくのか、それは既にツー

ルキットで実現されているのかというあちりを誰か説明

できる方いますでしょうか。

古閑 : その前に、それは私も聞きたかった話題なんで、

私の方から。私がさっきプレゼンテーションするときち

ょっと、伝えかたが悪かったんですけど、要は、私がや

りたいのは、ととまでは、ピクチャーエディタで中間ソ

ースをはきだすんですけど、それから、目的の、と ζで

コンパイルですね。さっきのジェネレータですけど。コ

ンパイんやって、目的のソースにやって、アプ P ケーシ

ヨンの上位というのがあるんですけど、アプリケーショ

ンの上位とその絵の部分ですね、ピジュアルな部分をー

絡にコンパイル、例えぽ、 cc とかやったら、一つのア

プ 9 ケーション、ピジュアんなアプ P ケーションができ

るのかな。それをさっき、ちょっと、それがやりたいな

と言っていたら、休憩時間に、それはXMEDですか、

それでやれますよという、ありがたい有益な意見をいた
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だいたので、実際、どうやってやるのかは差し置いて、

やれるのかなというととせを聞きたい。

野村: 林さんのツールキットとか、そのへんの関連で

回答できる SRAの方はいらっしゃいませんか。

林: ソフトウェアの作り方のお話になるんですけど、

今の、もともと XME に対して認訟が違う気がしている

んで話したいんですけど、先程の渡辺さんのむなしいん

ではないですかという話はですね、普通今までのソフト

ウェアではメーんの宛先の人なんでいうのは、外側から

自由に変えられるように作ってあるんですね。 Cのフ.ロ

グラムにパラメータ・ファイんがあればいいとか、何か

を与えるとできる。ととろが、 XMEのような道具を使

うと、他人のを見れば、同じものを自分で作れる。それ

が変更容易性なんだ。なので、あのアプリケーションを

作っている人はむなしいとか、むなしくないとかじゃな

くて、自分のためだけに作ればいいものですから、他人

のためのソフトウェアを用意するんじゃないんで、僕は

むなしくないというのが究極のゴールのはずだと。

そのためにあのパラメータを書くのはきついのではな

いかというはなしがある。今ど覧いただいた、パラパラ

パラという、ほとんど何だかわからないようなマジック

の列が続いていて、ならば、あのマジックの列を出力す

るエディタを作ればいいと思います。それはハイパーカ

ードと同じです。ととにテキストがあって、ととにボタ

ンながあっていうふうにピジュアんに貼っていって、そ

とで何でするかというスク P プトを何か書けるんですね。

そのスク P プトの言語を次のバージョンで考えている。

ハイパー・トークにならないためようにするには、どし

たらいいかというのが悩みなんですけども、とりあず、

そんなととです。

結局はどとにいっているかと言うと、あのままいくと、

ユーザーから見ると、いわゆるハイパーカードを使って

いるのと全く同じような ζ とにどんどんなっていくんじ

ゃないかなと思って、それだどむなしいんで、もう一歩

先はないかなと巌近考えています。 全然答えになって

いませんね。ライブラ F の件は要するにXのいわゆるツ

ールキットというのがあまりにも弱いので、内部が作ろ

うとしてたくさん作られていますからで、そのレベルの

ものです。ライブラ 9 は、あくまでも Cのライプラ P で

すから、 Cのライブラリを使うと Cのプログラミングを

するととになってしまうんで、いかにプログラミングを

しなくて、自分のユーザー・インターフェイスを短時間
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で、自分好みのユーザー・インターフェイスを作れるか

というのが、いちょう XMEの目指している。今のとと

ろ、色'"まずい点もありますけど、多少成功している点

もあって、誤解されやすいのは、とんなものを作ってむ

なしくないですかと言われる部分があって、人のために

作ったらむなしいですけど、自分のためだけに作れるは

ずなんです。.は弱いですけど? ?。

野村: ちょっと時間もないんで気にしていたんですが、

どうしても言いたいひとを優先に。

野中 : 日本電気の野中です。むなしいというのは、結

局、将来のととはどうなるかわからないとして、作成者

を責める ζ とのならないように気を付けたいんですが、

要するに忌終的K真のCの改善をはかるんだったら、既

存のものを生かそうというのはだめで、最終的に例えば

もっている用語なり、システム? ?なり、そ ζ を良くし

ようとするんだったら、ゃっぽりアプ P ケーションに手

をいれていかなきゃだめだから、そとを外側に何か一枚

皮をかぶせて、ちょっと良くなるでしょうけど、アプ P

ケーショ:.--IC.手をいれなきゃだめじゃないかなというと

とがむなしいというふうに思う。

久保: 是非言いたい。 XMEの応媛をします。

野村 : 今、ゼネラル・チェアマンから延ぼしていいと

いうお話がありましたので。

久保 : 締めくくりのつもりだったんですけども、はい

どうぞ、どゆっくりやってください。 XMEの悪口の一

つに、性能というのをあげてますでしょ。性能といのは、

僕は欠陥じゃないというのをお話したいんですけど、速

いほどいいというのは、自明なんですけど、速くする仕

方というのは、インタプ F タをやめてコンパイラに代わ

るというのをやっちゃいけないというのをね。それは、

今のチップを二倍にあげる、三倍にあげる、四倍にあげ

るとかですね、あるいはMMI ょくするための特別のチ

ップを作ればいいわけですから、半導体でけりのつくよ

うな話をソフトウェアさんが手をだして工数浪費しちゃ

いけないと。もっともっと、価値を高めるような仕事を

やっていただきたいという。ですから、コンパイラを作

るのは、非常に安定した言語ができてからでいいと。と

んどんMMl を進む方にカを注ぐのが正解であると私の
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言いたいとと。ですから、 XMEの欠点ではない。よく

鴛いておいていただきたい。

野村: 渡辺さん。

渡辺: 量産辺です。倹がむなしいという単請を使ってし

またのが、大変諒解を招いているようで。僕は勘違いを

しているかもしれないんですけども、.は、他の人のた

めにわざわざ柳瀬さんがたまたま XME を使って、ユー

ザー・インターフェイスを作っていて、? ? ?というの

かな、できたととを何回もしてたから、とゅうふうに話

を聞いたんで、むなしいんなではないですかというとと

をきいただけなんです。そとらへん、 MMI 、少なくと

も画面のデザインとか、使い勝手に関しては、まあ、出

てみる限りでは、 Mac ntosh とか他の方も、ま

あそれなりにいいように思うし、そういうときに、本当

にだから、さっき林さんがああゅう説明をなさったんで、

そういうととの検定をやっていとうとするんだと言って

しまえば、そうなのかもしれないですけども、あれを不

特定多数のひとに使ってもらおうというととになると、

使う人は積極的にメールを出したい先の人のアドレスを

簡単にお書きかえるとかというととが、ほとんど、バカ

でもチョンでもできるように念っていればいいと思うん

ですけど、必ずしもそういうふうに見えなかった。それ

は、まだまだ慣れたてのXME というツーんだからなん

でしょうけど。その時になったら、本質というか、もっ

ともっととうであっていいんじゃ念いというととを夢の

ような組員能を説明してから、ととでとうしかできなから、

ζ ういう侵能にしたというふうな話にもっていったほう

が、良かったんではないかなというのが私の言いたかっ

たととです。そうしないと、なかなか可視化という ζ と

ができないんじ+ないかなという気がするんです。ただ

メーんを読むぐらいだったら、出す方がなかなか援しい

のかもしれないけども、私はメインフレームの上で J u 

n e t を読んでる身分なんで、まあ、なんとかゴ 9 ゴ P

いれればいいやとか思ってるんですけど。

柳源: ちょっと、コミュニケーションがうまくいって

なかったようで、私がむなしいと言いましたのは、実際

XMEでゴソゴソ作っているんですけれども、大変時聞

があるんですね。夜中一人で、何かゴソゴソ、ボタンを

どとに配置しょうかとか、フォントをどしょうかとか、

そういうためにむなしいなと言ったわけでして、結局自

分のためにやっているという感じです。
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野村: だいだい一区切りついたかなというあたりで、

僕はちょっと、昨日も言ったととですが、人間というの

はね色々の考え方かあるようで、例えば、さっき新岡さ

んが言ったようなVI と C と二種類があれば、なんでも

できち+うという人は、いわゆる、僕らみたいに、ボタ

ンとかそういうようなのがなければいけないようなユー

ザー・インターフェイスを求める人たちとは遣う人種だ

と思うんですね。必ずしも、ソフトウェア技術者という

のはそうゅう人種ばかりじ+なくて、 XME なんかで、

自分なりにものすどいいいインターフェイスを作ったと

思っても、他の人から見れば、とんでもないと。まだと

っちの方が使いやすいとかようなととがあると思うんで

す。

今、僕がとの場で議論したかったというのは、 MMI

というのは二つあるわけですね。いわゆるエンド・ユー

ザーのインターフェイスとツーんのインターフェイスと

あると息うんです。今のアプ P ケーションは、残念なが

ら、できたアプリケーションが自分、エンド・ユーザー

が使おうとした時に、エンド・ユーザーも色々あって、

例えば、電子レンジすら使えない人もいれば、パソコン

使っている人もいると。そういう人逮が、自分の思うよ

うなユーザー・インターフェイスに変えられるというよ

うな償能がないんですね。全然。だから、そういう俊能

をアもったプリケーションを作るための道具が一つ欲し

いなという話と、作る側の立場でのインターフェイスが、

例えばV 1 と Cだけていい人もいれば、もっと高度なエ

ディタがないと、どうしてもソースが書けないというよ

うな人がいるというととを、僕は認擁していて、実はツ

ーんというのか本来、開発者側で作れるものであるとす

るならば、もっと簡単にアプ 9 ケーションを作るような

環浅か欲しいなと、僕は感じています。まとまりになる

かどうかわからないですけども、 MMI の中のある側面

だけを今、議論したんですけども、本当はもっと人間を

研究しなきゃいけない。特にコンピュータのエンジニア

は、どちらかというと、コンピュータを知っているけど

も、コンピュータを使わされる立婦になってしまう人聞

に対しては、あまり研究していないような作り方をして

しまっているんじゃないかなというあたりを、ちょっと

問題として覚えていただきたいなと恩っています。

勝手K、唱農業苦L用して自分の意見を言ってしまいまし

たけど、とのセッションは色々盛り上がったんですが、

終わりにしたいと恩います。

置後にプレゼンターの三人に盛大な伯手をお願い致し
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ます。

J. チィアパーソンザマリ

野村行憲(妹式会社岩手電子計算センター)

はじめに

ポジションステートメントを見ると、 MMIIC対する

参加者の期待は、かf.tり高かったようである。実力が伴

わない座長の私としては、との期待の高さが私を不安に

させるのに十分な材料であった。とういう婦合は還を天

K任せて、出たとと勝負で当たるのが常套手段である。

会自慢の行方がどとへ行とうが私の知るととろでは念い。

参加者には申し訳無いが、全ての責任は私を座長に選ん

だ誰かさんの責任である。(と恩ってしまえば楽な気持

ちで参加できるというものである)

MMI への思い込み

Man Machine Interface (or User Inteñace) は

ComputerのHardwarejSoftwareの進歩と共K、大幅に改

善されてきているといえる。Computerと人間との聞で

行なわれる情報伝達は、入力と出力の 2 つに分類される

が、とれらはそれぞれのデバイスの進歩とともに改善さ

れてきている。

ハードウエアの進歩から見れば、スイッチパネルの時

代を第一世代とすると、タイプライタが第二世代、キャ

ラクタディスプレイが第三世代、ピットマ ッ プディスプ

レイとマウスの時代が第四世代と言えよう。との進歩に

伴ってランプの点滅とスイ ッ チの操作だったインターフ

ェイスの手段が、テキストとキィボードになりグラフィ

ックスとマウスになって、よりピジュアんになってきた。

との、ピットマップ・ディスプレイとマウスによる高

度なユーザ・インターフェイスを実現した画面を見ると、

表示パネルと操作ボタンが模擬的に実現されているとと

に気づく。とれも逆説的で興味深い事である。

セッションテーマに思う

与えられたセッション・テーマは 「 ソフトウェア(プ

ロセス/プロダクト)の可視化はどとまで可能か ? J で

あった。自分で考えても、どのようなペーパーが寄せら

れるか、おおよそ見当がつかないものではあった。確か

に憲近のMMI では、物事を視覚的、感覚的K表現する
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ととが流行っているようであり、正しい方向のよう念気

がしているが、開発環境という観点で見た揖合、はたし

て現在どのような状況であるかは、自分では予想でき念

かった。つまり、私もとのセ ッ ションは、聞く側にまわ

るべきメンバーであったかもしれ念い。

ベーパを読んで

話題提供者の 3名のペーパーが送られてきて、セッシ

ヨン・テーマを見たときの不安が現実のものと念った。

3舗のうち 2舗はツールのレピューであり、他の 1 舗は

具体的念開発K求められるラグ・コーんであった。つま

り、議論として噛み合う要素の見いだしにくいものと思

われた。教いとしては、 3舗ともMMI を視覚化すると

とが目的であるツーんについて論じている点が共通して

いたととであった。

発表者への根回し

とにかく、不安な私としては、発表者の顔だけでも見

ないととには落ちつかないので、セッションの前日に何

とか顔合せだけは済ましておいた。繰回しどとろか、ろ

くに話もでき念いありさまで本番を迎えるととになった

のであった。

発表

発表と、それに対する質疑応答は、おおむね予定通り

に進んだが掻後の発表で、ささやかなアクシデントがあ

った。アクシデントというのは、発表の内容がペーパー

のそれとは違って、マルチ・ピューについて論じ始めた

ととだった。とれには私も面食らったものの、事のなり

ゆきを見守るしか術が無く、話の流れが強引にペーパー

のツーんに持って行かれた時には、やれやれと胸を燦で

おろした。

討論

さて、いよいよ問題の討論なのだが、初めの 2 つの発

表がビジュアんなMMI.築用ツーんの話で、最後がピ

ジュアんなMMI 環境を持つプロトタイパーズ・ワーク

ベンチの話と、マルチピューについての話だったので、

討論の焦点をどとに絞ったら良いか悩んだ。

しかし、 XMEの発表に対する質問の中で、 XME を

否定する意見があったのを思い出し、との点を議論して

みるととにした。

その結果、ワークステーションを自在に操る SE の中
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でさえ、ビジュアルな作業環境を歓迎しない人達がいる

ととが明らかになった。 ζのととは図らずもピジュアル

化するとととそ、 MMI を向上させるととだと思い込ん

でいた私(逮)の考え方に対する、一つの嘗鎖を与えて

くれたと思う。

セッションを終えて

セッション・テーマである「ソフトウエア(プロセス

/プロダクト)の可視化はどとまで可能か ? J から、か

なり外れたセッションとなった責任はすべて私にあるが、

個人的にはピジュアんなインターフェイスを好まない人

達がかなり居るととを発見したのが収複であった。

もっと突っ込んだ内容を期待していた向きには、申し

訳無く思っている。

おまけ

とのテーマについて、研究したいと思っている人達に、

参考となる文献を紹介します。

表題:ユーザー・インターフェースの設計(Deøigning

User Interface (1987) 

著者: Ben Shneiderman 米メリーランド大学コンピ

ュータサイエンス学科准教綬)

監訳:東基街、井関治

内容は対話型ソフトウエアにおけるヒューマン・ファ

クタにはじまり、ユーザー・インターフェースの理論・

原則から応用に至るまで幅広く解説してあり、参考にな

るものと思う。

4. 感想

4.1 MM 1 の発表に関するa感想

事事 香 (5RA):

MMI のソフトウェア(プログラム)そのものの話に偏

っているのでは?

MMI そのもの(形のないもの、コンセプト e t c) を

研究している人の話を聞きたい。

山口鶴生(電力計算センター): UNIXはあまり使っ

たととがないのでなんともいえないが、ウインドウを作

るだけでも厳しそうだと感じた。

纏谷和. (5RA) : スク P ーンレイアウト関連の話に

MMI session report 

f.tってしまった。他の観点の話にももっていきたかった

のですが、非力なため抽象的になりすぎて話がまとまら

なかった。すいません。

野中曽 (NEC) : 

.XMEは早〈次のステップに進んで欲しい。真の対話

型MMI/ウインドウ環境を目指して。

・マルチピューとは何念のか良くわからない

三浦~~子 (5RA) : 

u 1 (u 1 ではなくてMMI なのか念)というのは本当

ICW i n d 0 Wの話をするだけで語れるのかどうか。 M

MI という話題の中には、俊被が、人聞が何かを作った

り考えたりする揖合にどういうふうにサポートできるか

という視点があるというととが分かった。何かちょっと

遣うんじゃないかなという気がいつもしています。

北野議明 (KC5): 5RA塩谷氏の発表だけが他の 2

人と遣っていたが、個人的にはあの辺りのテーマを突っ

込みたい。 NTT ソ研の桑名氏の意見にあった情報の P

レーションーーしかもソフトウェア開発メソッドに基づ

くものーーを深〈追求した上で、情報(プロセスやイベ

ントやオプジェクトについての)をそデ 9 ングするとい

う方向の重要性をいいたい。

海尻賢ニ(信州大) : 

観点1.如何に(簡単に)作るか。

2. 評価(全くなし)

3. ducurnent との関係

蔵岡卓(三菱電償) :ちょっと期待はずれでした。

象名栄二 (NTT) 50  f t wa r e P r 0 c e s s 

可視化の議論が出来なくて残念

黒績晴子(J 1 P): PWD については、よくわかりま

せんでした。(勉強不足) XME については、使用して

みょうかな・・という気にさせる発表で 1 番分かりやす

かった。(現実性については?でも)もっと発表者が現

場レベルでの可能性とか、応用性を実例を取り入れて説

明して下されば、分野は異なってもなんらかの方向性(

思想)を s h a r e 出来ると思いますが・・(余りにも

現湯レベルですいませんが)
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広瀬隆夫(J 1 P): Xm e にたいへん興味がある。ウ

インドウ、ボタン等を Cで書いてもほとんどコーディン

グレベルで閉じになってしまう。またすぐに変更したく

なってしまう。それf.tら Xme のようなツールで作成し

MMI session report 

高橋哲也(神戸製鋼) : 優先端のMMI とか、将来・未

来のMMI とかについて話題にしてくれる人が 1 件ぐら

いほしい。

た方が良い。 圏中正貝IJ (SRA) : 現在私はピットマップディスプレ

イでXwindowを使用して仕事をしていますがマル

中国修二(シグマ本部) : 全般的なコメントとしてMM チウインドウではターミナルエミュレータが動いている

I のセ ッ ションは深みが欠けていたという印象が残り少 だけです。(とれは悲しい) 今回の発表を聞いてつく

し残念です。古閑氏の発表については現場のニーズが感 づく思いました。

じられたが、すでにとの方面ではある程度の研究開発が

進められている現状が一方にあるので、もし支後システ

ムの開発をされるのであれば相当急いで実現される方が

良いとの印象を持ちました。 Xme の X 1 1 バージョン

が 1 1 月 109 ース可とされているので期待しています。

償能が本報告のX 1 0 版とどの程度強化されているのか

に興味があります。 PWBについても間後に、実用版を

開発されているそうですが、その強化内容等に興味があ

ります。また、ツーんとしての PWB /Cくわえて p r 0 

t 0 t Y P n g の方法論/ガイドも提示されれば一般

利用者に分かりやすく恩われました。

iJiヨド 治(シグマ本部): rピジュアんなAP作成ツー

んを考える 」 要求を具体的に説明して欲しかった。

上妻健一郎(電応研): XMEの次のパージョンはWi

d g e t をベースにしたコンパイラ K していただきたい。

漬回勉 (NTT) : “誰のためのMMI;か"というと

とをしぼりとんだ方が意見を出し易いように思う。

今別府芳暢 (NTT) : ピジュアんなAP作成 実現さ

せて再度発表して欲しい

XME 自分のXにも入れてみたい。開発にも十分使え

るように-'~ージョンア ッ プを

渡辺鎌一(電力計算センター) : どれもまだMMI の改

善の本質にせまっていない気がする。特に柳瀬さんのや

ったような仕事はもっとユーザが好きかってK変更可で

もいいはず。一方、古閑さんや盗谷さんの仕事の対象は、

何かシピアな要求に対するMMI の決定の支援であると

思うが、古閑さんの話はまだ十分にねれていない。(ガ

ンバ ッ テネ)

UMMI の討諭に関する感想

椋 香 (S RA) : 具体的なソフトウェアそのものの

話にかたよりすぎたかな?

高橋哲也(神戸製鋼) : ユーザの立易にたったMMI と

いうよりは、開発者の立場にたったMMI の話K終始し

たように感じる。

今別府芳暢 (NTT) : すべての人が要求を満たすMM

I は費量しいが、少しでも良くなくてはいけない。

山口郁生(電力計算センター) : マウスを手で使うのは

面倒である。 両手をキーボードに置いているときはマウ

スは使えない。まさか今更ダイヤモンドカー ソんでやる

のはいやだ。手を使わ念いマウスがあれば言いと思う。

例えば足を使うマウスとか。つまらない話ですが、詳し

いUNIXの話は出来ないので。

本国克己 (YH P) : 

もう少し詳しい議論が欲しかった。

“ Th nk ngTool" が欲しいと言うのは分か

ったが

“ Th nk ngTool" を作れるとしても

“ Th nk ngTool" の要求定義ぐらいはした

なあ。

垣谷和範 (SRA): Xme についての立場(見方)の

相違がそロに出てきて興味深かった。やはりプログラム

は入手にわたると一人歩きを始めるものだと実感した。

野中哲 (NEC): Mac のゴミ箱が膨れるのに感動

してしまった。
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熊谷章 (P FU): MM  1 のセッションは、もう少し

分額化した低うがよい。例えば、 CG、ピットデー夕、

音声、通信念どと。極めを細かくすると具体的な討論が

出来る。または、もっと抽象化し、認知心理学的念アプ

ローチが面白い気がした。

北野穫明 (KC S): MM  i ICついての各人の要求がバ

ラバラ念ととろで、 1 つのツールについての意見交換が

中心になって(昨年に続いて)残念です。何を可視化す

るのか? ーーを問題にしたい。 MMI は人それぞれ、

またそのときの作業毎に遭うだろうし、可変なものが必

要ではないかと思う。が、可変と言うととは、人の成長

がスムーズな錫合、自らMMI をうまく選択すれば良い

が、例えば 「新人が先々どのようなスタイルで仕事をし

ていくのかというととを媛しいMMI のツール等を使い

ながら習得する」というととを疎外するおそれはないか

ともおもう。

海尻賢ニ(信州大): MMI はユーザ個々のもの。簡単

MMI session report 

佐直千明(長野悔同電算): PWB にからんで、ツーん

が先にあって、そういうツーんをいくつか組み合わせた

との話には疑問です。 Methodology をバック

に、その信者に念って、それを支侵するツーんとして提

供しないとツーんは普及しない。その信者になれなかっ

た人は自分用のツーんを自分で作れば良い。

..名古長こ (NTT) SoftwareProcess 

の可視化の議論が出来なくて残念。

(1) SoftwareProcess とはなにか。

(2) SoftwareProcess 、開発環境の可

視化を行うための手法。何が必要か。

黒復絹子(J 1 P) : 質問というより討論の渇になるな

らば、各自がもし同じようなととをしているならば、そ

れと対比させながらお互いの利点欠点を、又、全体での

問題点(将来への課題)をあげていくような方法も欲し

かった。

なカスタマイズが必要。 XME はプロトタイピングツ一 広瀬隆夫 (J I P): MM  I というよりプロトタイパー

んであって、 ProgramGenerator でない。 についての話題が多かったように思える。少し視点が逮

Sunv ewの t 0 0 I p I a n e s IC替わるものが っていると思った。

燈適。

k e y b 0 a r d とマウスの共用性は。

.同車(三菱電俊): XMEの話に終始してしまった

のが残念です。座長のしめくくりあたりから話が進めば

良かった。

平山伸一 (KC S) 

XME : ハイパーカードを使って、ハイパートークでス

ク 9 プティングをやって恩っているとと。

( 1 )とん念ソフトウェアを書きたい。

(2) とんなソフトウェアは使いたくない。

放に、 MMI を向上する為ICXme みたいなのを作りた

いが・・っかいたくないなあ。

安間文彦(富士通エフアイピー Hypermed

a の P ンクの可視化について昨日話題になったように、

ソフトウェアの可視化としてはプロセス/プロダクト以

外K段々な要求があると思う。可視化したい対象のモデ

ル化とその表現方法を整理して再度議論して欲しい。

漬図鎗 (NTT) : 必ずしも、作成者の意図した通り

にツーんが使われないととがあっても、それは使う人の

勝手で、実はそのととはとても大事なととで、使う人が

いて始めて価値が生まれるので、予期しない使い方のニ

ーズがあるというととに注目するのは大事だと思う。

岩井図浩章(電力計算センター) : 

XME:UNIXIC関して経験不足なので、なにかユー

ザサイド的な観点になってしまうのですが。パネルデザ

インのバ P エーションの数を増すより、 1 つ 1 つのパネ

ルデザインの充実をし、グラフィック俄能の強化で“ぽ

っと見"を追求して欲しい。
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